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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	馴田俊和

	大 会 名
	2011 Optimist World Sailing Championship

	開 催 地
	ニュージーランド ネーピア

	大 会 期 間
	2011/12/30～2012/1/10


	開催地域の

様子
	雨模様だったのは残念でしたが、居心地はよく、ハーバーも開けた感じでマリンレジャーやマリンスポーツの伝統を強く感じました。漁船までがおしゃれな感じで、素晴らしい景色の中でOPまでもがいつもと違った感じに見えるほどでした。

	宿泊場所
	選手と同じ Bluewater Hotel

非常に居心地もよく快適で、場所はハーバーの目の前、空港からも近くタクシーまたは大会のシャトルで行けてアクセスは抜群でした。

有料の無線LANは遅かったり接続性が悪く少々苦労しました。

	大会のサポーターへの対応は
	観覧艇はもちろんのこと、カメラやGPSトラッキングなどによる中継で陸上にいても退屈することなく、また飲み物や食べ物はハーバー内にあり苦労しませんでした。

ネーピアの街までのシャトルもあり、大変満足でした。

	選手たちの

 コンディションは？
	食べ物に当たったり具合が悪くなったりすることもなく、睡眠も十分に取れて体調は良かったと思います。

適度にリラックスと緊張とバランスがとれていたようです。

真夏のはずが肌寒かったですが、チームウエアのジャケットが非常に役立ちました。

	サポーターとして気をつけたことは？
	途中から途中までしか居られずあまり役に立てませんでしたが、やれるだけのことをやりました。逆に選手たちには余計なことをせず何でも任せるよう心がけました。

	海外の選手を見て感じたことは？
	顔にペイントしていたりして非常に楽しそうにやっていて、イベントへの参加のしかたが上手だなと感じました。

	日本の選手を見て感じたことは？
	チームはとても仲良くまとまっていました。でも海外の選手に比べると少々おとなしかったかなと思います。

	Spare dayの過ごし方は？
	

	日本チームとして

の課題


	世界の壁の厚さを実感し、世界のTOPセーラーとの違いを具体的に感じ、学んだと思います。

それを今後の練習に活かしたり、後輩や他のチームの選手たちに伝えたりして、全体的に日本選手がレベルアップしていけるような役割も担ってほしいと思います。

あとは海外の選手たちとのコミュニケーションを身振り手振りでもいいからやって、レース以外ももっとオープンに楽しんで欲しいです。

	ＪＯＤＡへの要望
	

	その他

　
	素晴らしい経験をさせていただきました。

ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

